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融
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現
在
、
国
会
に
上
程
さ
れ
て
い
る
電
気
事
業
法
改
正
案
に
お
い
て
は
、
事
業
者
が
送
電
網
お
よ
び
大
型
電
源
に
投
資
す
る
際

に
電
力
広
域
的
運
営
推
進
機
関
（OCCTO

）
が
融
資
を
可
能
と
す
る
こ
と
、
そ
の
資
金
の
一
部
と
し
て
国
がOCCTO

に
対
し
補
助

を
行
う
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
本
制
度
の
内
容
を
確
認
す
べ
く
、
以
下
質
問
す
る
。 

一 

改
正
案
第
二
十
八
条
の
五
十
六
の
二
は
政
府
は
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
推
進
機
関
に
対
し
、
広
域
系
統
整
備
交
付

金
交
付
等
業
務
並
び
に
第
二
十
八
条
の
四
十
第
一
項
第
九
号
及
び
第
十
号
に
掲
げ
る
業
務
の
財
源
に
充
て
る
た
め
に
必
要
な

金
額
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
補
助
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
と
あ
る
。
ま
た
、
第
二
十
八
条
の
四
十
第
一
項
第
九
号

は
、
基
幹
送
変
電
設
備
整
備
等
計
画
に
基
づ
く
基
幹
送
変
電
設
備
の
整
備
・
更
新
、
第
十
号
は
、
認
定
発
電
等
用
電
気
工
作

物
整
備
等
計
画
に
基
づ
く
発
電
等
用
電
気
工
作
物
の
整
備
又
は
更
新
と
あ
る
。
こ
の
「
補
助
」
の
財
源
に
つ
い
て
、
第
九
号

お
よ
び
第
十
号
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
い
。 

二 

改
正
案
第
九
十
九
条
の
八
に
お
い
て
、
短
期
卸
電
力
取
引
所
は
域
間
売
買
取
引
の
決
済
に
係
る
収
入
か
ら
そ
の
決
済
に
要

す
る
費
用
を
控
除
し
た
金
額
、
す
な
わ
ち
値
差
収
益
を
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
特
別
会
計
の
電
源
開
発
促
進
勘
定
に
納
付
す

る
、
と
あ
る
。 



 

２ 

 

 
１ 

短
期
卸
電
力
取
引
所
に
お
い
て
発
生
す
る
値
差
収
益
の
負
担
は
電
気
料
金
に
転
嫁
さ
れ
、
電
力
消
費
者
が
負
担
し
て
い

る
と
理
解
し
て
よ
い
か
。 

 

２ 

過
去
発
生
し
た
値
差
収
益
は
い
く
ら
だ
っ
た
か
。
年
度
別
に
示
さ
れ
た
い
。 

 

３ 

従
来
、
こ
の
値
差
収
益
は
広
域
系
統
お
よ
び
そ
れ
に
付
随
す
る
地
域
内
連
系
の
整
備
に
用
い
ら
れ
て
い
た
と
い
う
理
解

に
相
違
な
い
か
。 

 

４ 

本
改
正
後
、
値
差
収
益
は
電
源
開
発
促
進
勘
定
に
納
付
さ
れ
た
う
え
で
、
原
則
、
広
域
系
統
お
よ
び
そ
れ
に
付
随
す
る

地
域
内
連
系
の
整
備
の
み
に
使
わ
れ
る
と
い
う
理
解
に
相
違
な
い
か
。 

 

５ 

値
差
収
益
は
、
法
律
上
は
電
源
整
備
に
も
充
て
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
当
面
は
行
わ
な
い
と
い
う
こ

と
か
。
電
源
整
備
に
も
充
て
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
場
合
か
。 

 

６ 

値
差
収
益
は
地
域
間
送
電
線
に
お
け
る
電
力
取
引
か
ら
生
じ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
性
質
上
、
広
域
系
統
整
備
の
財
源

と
し
て
用
い
る
こ
と
が
本
来
の
趣
旨
と
考
え
ら
れ
る
。
電
源
整
備
へ
の
転
用
を
認
め
る
こ
と
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
政

策
的
根
拠
が
あ
る
か
。
ま
た
、
電
源
整
備
へ
の
充
当
額
に
上
限
は
設
け
る
の
か
。 

 

７ 

今
回
、
値
差
収
益
を
国
庫
納
付
す
る
こ
と
と
し
た
理
由
は
な
に
か
。 



 

３ 

 

三 

「
法
律
案
概
要
」
資
料
で
、OCCTO

の
行
う
大
規
模
電
源
へ
の
貸
付
の
原
資
と
し
て
「
財
政
投
融
資
等
」
と
あ
る
。
一
般
に

財
政
投
融
資
は
国
か
ら
の
貸
付
で
あ
っ
て
、
貸
付
を
う
け
た
財
投
機
関
が
一
定
の
利
率
を
上
乗
せ
し
た
う
え
で
事
業
者
に
貸

し
付
け
を
行
う
。
ま
た
、
電
気
事
業
法
改
正
案
を
取
り
ま
と
め
た
審
議
会
の
議
論
で
は
、
従
来
、
金
融
機
関
で
は
融
資
が
困

難
で
あ
っ
た
回
収
期
間
十
年
以
上
の
案
件
に
対
し
て
融
資
を
行
う
と
し
て
い
る
。 

 

１ 

今
回
の
改
正
案
に
お
け
る
大
規
模
電
源
へ
の
貸
付
ス
キ
ー
ム
を
説
明
さ
れ
た
い
。 

 

２ 

改
正
案
第
二
十
八
条
の
五
十
の
二
お
よ
び
四
に
お
い
て
、
経
済
産
業
大
臣
は
貸
付
け
の
内
容
を
決
定
す
る
に
当
た
っ
て

OCCTO

が
従
う
べ
き
基
準
を
策
定
す
る
と
あ
る
。
経
済
産
業
省
は
融
資
案
件
の
審
査
基
準
を
ど
の
よ
う
に
策
定
す
る
の
か
。 

 

３ 

従
来
、
融
資
対
象
は
総
括
原
価
方
式
に
よ
り
回
収
が
確
実
で
あ
っ
た
連
系
線
事
業
の
み
で
あ
っ
たOCCTO

に
、
金
融
機
関

が
融
資
で
き
な
い
高
リ
ス
ク
案
件
の
審
査
能
力
は
あ
る
の
か
。 

 

４ 

財
投
機
関
で
あ
る
国
際
協
力
銀
行
や
日
本
貿
易
保
険
、
国
際
協
力
機
構
等
は
環
境
社
会
配
慮
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
制
定

し
、
環
境
・
社
会
面
に
配
慮
し
た
案
件
の
実
施
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
同
様
に
環
境
に
大
き
な
影
響
を
与
え
う
る
大
規
模

電
源
な
ど
に
融
資
を
行
う
こ
と
に
な
るOCCTO

に
も
制
定
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。 

 

５ 

財
投
機
関
と
な
っ
たOCCTO

に
は
、
融
資
案
件
に
つ
い
て
の
情
報
公
開
お
よ
び
国
民
へ
の
説
明
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
徹
底



 

４ 

 

す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。 

四 
電
力
自
由
化
に
よ
っ
て
、
発
電
事
業
者
は
競
争
環
境
に
置
か
れ
て
い
る
。
今
回
の
法
改
正
で
は
、
値
差
収
益
、
ま
た
は
財

政
投
融
資
に
よ
っ
て
、
一
部
の
大
規
模
投
資
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
大
規
模
事
業
者
、
主
に
旧
一
般
電
気
事
業
者
を
支
援
す

る
こ
と
に
な
る
。 

 

１ 

大
規
模
電
源
へ
の
公
的
融
資
制
度
の
創
設
に
あ
た
り
、
大
規
模
電
源
が
小
規
模
・
分
散
型
電
源
と
比
較
し
て
コ
ス
ト

面
・
需
給
安
定
面
で
優
位
で
あ
る
こ
と
を
示
す
政
府
の
分
析
・
試
算
は
あ
る
か
。
な
い
場
合
、
コ
ス
ト
優
位
性
の
実
証
な

し
に
な
ぜ
大
規
模
電
源
を
支
援
対
象
と
し
て
選
定
し
た
の
か
、
そ
の
根
拠
を
示
さ
れ
た
い
。 

 
 
 

＊
国
際
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関
（IRENA

）
が
、
再
エ
ネ
＋
蓄
電
シ
ス
テ
ム
の
コ
ス
ト
優
位
性
を
示
す
報
告
を
二
〇

二
六
年
五
月
に
出
し
て
い
る
。 

 

２ 

コ
ス
ト
優
位
性
の
実
証
が
な
い
場
合
、
安
定
供
給
上
の
必
要
性
を
根
拠
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
同
等
の
安
定
供
給
貢
献

が
可
能
な
小
規
模
・
分
散
型
電
源
と
の
比
較
評
価
を
行
っ
た
か
。
そ
の
評
価
結
果
を
示
さ
れ
た
い
。 

 

３ 

融
資
対
象
を
一
定
規
模
以
上
の
電
源
に
限
定
す
る
こ
と
の
根
拠
は
何
か
。
資
金
調
達
困
難
と
い
う
課
題
は
規
模
に
か
か

わ
ら
ず
存
在
し
う
る
。
出
力
規
模
に
よ
る
区
切
り
は
、
実
質
的
に
大
規
模
電
源
に
投
資
可
能
な
旧
一
般
電
気
事
業
者
等
を



 

５ 

 

優
遇
す
る
結
果
と
な
る
が
、
こ
れ
は
電
力
自
由
化
の
趣
旨
で
あ
る
内
外
無
差
別
・
競
争
中
立
の
原
則
と
整
合
す
る
か
。 

五 
電
気
事
業
法
改
正
案
を
取
り
ま
と
め
た
審
議
会
の
議
論
で
は
、
融
資
案
件
が
破
綻
し
た
場
合
の
ラ
ス
ト
リ
ゾ
ー
ト
と
し

て
、
送
配
電
事
業
者
に
拠
出
金
を
求
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。 

 

１ 

託
送
料
金
に
当
該
拠
出
金
を
上
乗
せ
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。 

 

２ 

償
還
確
実
性
が
担
保
さ
れ
て
い
る
な
ら
民
間
融
資
が
可
能
な
は
ず
で
あ
り
、
そ
も
そ
も
公
的
融
資
が
不
要
と
な
る
。
逆

に
、
ラ
ス
ト
リ
ゾ
ー
ト
が
必
要
な
ほ
ど
リ
ス
ク
が
高
い
な
ら
、
な
ぜ
公
的
資
金
を
投
入
す
る
の
か
。 

 

３ 

電
力
自
由
化
に
お
い
て
は
、
託
送
事
業
は
公
益
性
の
観
点
か
ら
地
域
独
占
を
継
続
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
一
方
、
発
電
事

業
は
競
争
環
境
と
し
た
。
ラ
ス
ト
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
送
配
電
事
業
者
の
拠
出
金
負
担
を
想
定
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
発
電

事
業
が
破
綻
し
た
場
合
の
リ
ス
ク
を
電
力
消
費
者
に
負
担
を
負
わ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
当
該
発
電
事
業
者
の

事
業
リ
ス
ク
を
国
民
が
肩
代
わ
り
す
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
自
由
化
さ
れ
た
電
力
市
場
に
お
い
て
、
事
業
リ
ス
ク
を

国
民
転
嫁
で
き
る
事
業
者
と
で
き
な
い
事
業
者
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
一
方
事
業
者
を
不
当
に
優
遇
す
る
措
置
と
な

る
の
で
は
な
い
か
。 

 

右
質
問
す
る
。 


